
　

４
月
１
日
、
医
師
11
、
研
修
医

4
（
医
科
２
・
歯
科
2
）、
薬
剤

師
1
、
理
学
・
作
業
療
法
士
4
、

歯
科
技
工
士
2
、
衛
生
士
2
、
保

健
・
助
産
・
看
護
師
5
・
准
看
生

徒
7
、
総
勢
36
人
を
む
か
え｢

入

協
式｣

と
２
日
間
に
わ
た
る
研
修

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

山
田
理
事
長
と
各
事
業
所
長
か

ら
は｢

て
い
ね
い
な
接
遇
を
心
が

け
、
患
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
組

合
員
と
職
員
が
一
体
と
な
っ
て
頑

張
り
ま
し
ょ
う｣

｢

高
齢
化
に
対

応
す
る
た
め
、
若
い
皆
さ
ん
の
力

　

４
月
18
日
～
23
日
の
5
日
間
、

約
１
０
０
人
が｢

総
代
研
修
会｣

に
出
席
し
、
生
協
の
し
く
み
や
総

代
の
役
割
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
始
ま
る
支
部
活
動
の
担

い
手
と
し
て
の
第
一
歩
と
な
り
ま

し
た
。

　

２
０
１
４
年
度
は
、
利
根
保
健
生
協
が
東
倉
内
町
に
利
根
中
央
診
療
所
を
開
設

し
て
か
ら
60
周
年
を
む
か
え
る
大
き
な
節
目
の
一
年
。
あ
わ
せ
て
新
病
院
建
設
の

着
工
で｢

夢
が
か
た
ち
に｣

な
っ
て
き
た
4
月
、｢

入
協
式｣

と｢

総
代
研
修
会｣

が
行
わ
れ
仲
間
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

在
宅
で
療
養
の
方
、
ま
た
そ
の
ご

家
族
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
生
模
様
が

じ
か
に
伝
わ
っ
て
く
る
▼
老
健
と

ね
の
入
所
は
ほ
ぼ
満
床
状
態
で
一

般
棟
の
中
で
身
体
障
害
の
あ
る
方

か
ら
、
軽
度
ま
た
は
徘
徊
や
異
食

な
ど
の
比
較
的
重
度
の
認
知
障
害

の
あ
る
方
ま
で
が
一
緒
に
生
活
し

て
い
る
。
何
ら
か
の
認
知
障
害
の

あ
る
方
は
実
に
８
割
近
く
を
占
め

て
い
る
。
50
人
近
い
利
用
者
が
生

活
し
て
い
る
中
で
は
、
一
人
ひ
と

り
に
合
っ
た
ケ
ア
を
し
た
く
て
も

思
う
よ
う
に
で
き
な
い
ジ
レ
ン
マ

が
あ
る
▼
少
人
数
で
、
一
緒
に
食

事
を
作
っ
た
り
、
掃
除
や
畑
仕
事

を
し
た
り
、
日
常
生
活
に
近
い
環

境
が
で
き
れ
ば
も
っ
と
表
情
も
豊

か
に
な
る
だ
ろ
う
と
感
じ
る
。
ユ

ニ
ッ
ト
型
の
認
知
棟
や
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
建
設
が
切
に
望
ま
れ
る

▼
入
所
が
長
期
化
し
て
い
る
利
用

者
も
多
い
。
特
養
待
機
者
は
約
半

数
を
占
め
て
い
る
。
在
宅
復
帰
が

老
健
の
本
来
の
役
割
で
あ
る
が
、

在
宅
に
帰
れ
な
い
利
用
者
が
増
え

て
い
る
。
来
年
度
の
介
護
報
酬
改

定
で
は
、
介
護
度
３
以
上
で
な
い

と
特
養
の
入
所
が
で
き
な
く
な

り
、
さ
ら
に
厳
し
く
な
る
▼
経
済

的
に
も
安
心
し
て
入
れ
る
特
養
が

利
根
沼
田
地
域
に
も
っ
と
増
え
る

と
良
い
。
介
護
施
設
は
３
年
ご
と

の
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
に
基
づ

い
て
建
て
ら
れ
る
。
次
回
は
２
０

１
５
年
度
か
ら
の
３
年
間
で
あ
る
。

今
年
は
皆
さ
ん
の
声
を
集
め
て
運

動
化
し
て
い
く
年
で
あ
る
▼
毎
日

こ
こ
の
職
員
は
よ
く
働
い
て
い
る
。

明
る
い
笑
顔
と
優
し
い
声
か
け
で

利
用
者
だ
け
で
な
く
、
私
も
元
気

づ
け
ら
れ
て
い
る
。　
　
　
（
智
）

　

私
が
在
宅
総
合
セ
ン

タ
ー
に
異
動
し
て
１
ヵ

月
が
経
っ
た
。
こ
こ
に

い
る
と
、
入
所
の
方
や

一人は万人のために 万人は一人のために

５月３日は、第二次世界大戦で 5 千万も犠牲者を出した悲痛な反省のもとに生まれた日本国憲法の施行を祝う記念日です。
ファシズムの世を、平和・民主・自由を愛する世に書き変える大きな出発点となった日です。

（１） 第536号2014年５月１日（毎月1回1日発行）

向
上
心
持
ち
と
り
く
む
決
意

創立60周年の年

入 

協 

式

総
代
研
修
会

さ
っ
そ
く
研
修

1180人から
2,426坪（9,704万円）

一坪増資運動
（2014年４月21日現在）
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事業所

利根保健生協　2014 年３月現勢

生 協 組 合 員・・・・・・・・・・・・27,830 人
出 資 金 額・・・・1,362,816,000 円
平均出資金額・・・・・・・・・・・・・49,477 円

理事30名　監事3名　総代199名　班長1403名

http://www.tonehoken.or.jp/tonehoken-kumiai/
ホームページアドレス
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発行部数　22,000　　　　印刷　有限会社コトブキ印刷

が
必
要｣

｢

目
の
前
の

患
者
・
利
用
者
さ
ん
の

不
安
や
悩
み
を
理
解
し

接
す
る
力
を
身
に
つ
け

て｣

な
ど
期
待
と
要
望

を
ふ
く
め
た
激
励
の
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

代
表
し
て
理
学
療
法

士
の
宮
崎
渓
仁
さ
ん

か
ら｢

中
央
病
院
で

生
ま
れ
、
こ
こ
か
ら
社

会
人
の
一
歩
を
踏
み
出

す
う
れ
し
さ
。
常
に
向

上
心
を
持
ち
と
り
く

み
た
い｣

と
力
強
い

答
辞
。

　

さ
っ
そ
く
医
療
福
祉
生
協
の
し

く
み
、
利
根
保
健
生
協
の
歴
史
・

事
業
所
紹
介
、
接
遇
マ
ナ
ー
な
ど

7
講
座
に
つ
い
て
学
習
。
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
で
は
社
会
人
と
し
て

の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
話
し
合
い

ア
ピ
ー
ル
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、
２

日
間
に
わ
た
る
研
修
が
終
了
。

　

｢

一
人
ひ
と
り
が
生
協
の
顔｣

｢

挨
拶
と
言
葉
づ
か
い
が
大
切｣

な
ど
社
会
人
と
し
て
の
自
覚
が
表

情
に
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

第38回 通常総代会のお知らせ

沼
田
東
支
部 

11

　

 

今
井　

育
枝

　

 

大
東　

宣
之

　

 

小
野　

の
ぶ

　

 

児
玉　

洋
明

　

 

小
林　

博
之

　

 

清
水　

一
郎

　

 

高
橋　

道
子

　

 

得
能　

淑
子

　

 

西
村　

益
美

　

 

松
崎　

俊
一

　

 

村
田　

定
蔵

沼
田
中
支
部 

６

　

 

今
井　

政
子

　

 

井
本　

純
一

　

 

生
方　

民
子

　

 

金
井　

久
二

　

 

塩
野　
　

治

　

 

林　
　

経
子

沼
田
西
支
部 

７

　

 

生
方
勢
津
子

　

 

岡
嶋　

禎
子

　

 

加
藤　

岩
男

　

 

金
子　

京
子

　

 

小
池
よ
し
子

　

 

齊
藤　

初
江

　

 

佐
藤　

郁
子

沼
田
南
支
部 

５

　

 

井
上　

益
子

　

 

下
田　

仁
左

　

 

馬
場
半
次
郎

　

 

深
代　

徳
善

　

 

山
田　

照
子

沼
田
北
支
部 

12

　

 

青
木　

忠
昭

　

 

飯
島　

錦
子

　

 

井
之
川
博
幸

　

 

小
菅　

愛
子

　

 

髙
山　

良
雄

　

 

登
坂　

悦
子

　

 

永
井　

達
郎

　

 

野
中　

忠
信

　

 

平
形　

長
治

　

 

星
野　

昌
子

　

 

宮
本　

三
郎

　

 

渡
辺　

節
子

利
南
支
部 

13

　

 

梅
澤　

章
二

　

 

片
野　

貞
二

　

 

唐
澤　

健
一

　

 

桑
原　

文
三

　

 

小
出
八
重
子

　
 

須
田　
　

勉

　
 

髙
橋　

達
雄

　

 
武
井
恵
美
子

　

 
津
久
井
幸
吉

新
総
代
紹
介
（
支
部
別　

50
音
順
）

◆
任
期
：
２
０
１
４
・
４
・
１
〜
２
０
１
６
・
３
・
31

　

 

中
澤　

知
子

　

 

林　
　

幸
子

　

 

林　

大
丈
夫

　

 

吉
江　

高
志

池
田
支
部 

８

　

 

小
野　

光
良

　

 

斉
藤　

一
郎

　

 

左
部　

明
子

　

 

髙
山　

善
市

　

 

田
中　

勝
行

　

 

福
崎
あ
さ
子

　

 

牧
野　

亀
吉

　

 

松
井　

せ
き

薄
根
支
部 

10

　

 

金
子　

幸
子

　

 

桑
原　

俊
仁

　

 

佐
藤　

生
一

　

 

田
村　

荘
二

　

 

田
村　

大
吉

　

 

野
村　

幸
恵

　

 

笛
木　

信
行

　

 

穂
苅　

勝
代

　

 

丸
岡　

勇
吉

　

 

宮
下　

重
夫

川
田
支
部 

８

　

 

生
方　

忠
一

　

 

生
方　

林
平

　

 

大
竹　
　

正

　

 

勝
又　
　

勝

　

 

黒
岩　
　

操

　

 

田
中
耕
太
郎

　

 

深
津　

文
子

　

 

茂
木　

孝
一

白
沢
支
部 

８

　

 

岡
村
ヨ
シ
江

　

 

桒
原　

光
子

　

 

小
林
ト
ラ
子

　

 

角
田　

克
之

　

 

西
川
千
代
子

　

 

林　
　

勝
江

　

 

藤
井
エ
ミ
子

　

 

藤
井
さ
き
子

利
根
北
支
部 

９

　

 

井
上　

裕
次

　

 

金
子
吉
五
郎

　

 

金
子　

英
雄

　

 

小
林　

喜
市

　

 

小
林
美
知
雄

　

 

千
明　

利
久

　

 

中
澤　

貞

　

 

中
村　

君
子

　

 

星
野　

一
重

利
根
南
支
部 

５

　

 

石
田
ま
り
子

　

 

鈴
木　

照
夫

　

 

中
澤　

政
雄

　

 

長
谷
川
久
代

　

 

吉
野　

主
計

片
品
支
部 

14

　

 

大
竹　

恵
子

　

 

笠
原　

喜
八

　

 

北
島
ま
つ
子

　

 

桑
原
藤
太
郎

　

 

佐
藤　

幸
一

　

 

千
明　
　

博

　

 

戸
丸　

長
太

　

 

萩
原　

日
郎

　

 

星
野　

育
雄

　

 

星
野　

和
久

　

 

星
野　

邦
子

　

 

星
野　

精
一

　

 

星
野　
　

全

　

 

宮
田　

伸
一

川
場
支
部 

７

　

 

石
田　

幸
松

　

 

金
井　

幹
夫

　

 

小
林　

文
吉

　

 

田
中　

利
明

　

 

外
山　
　

弘

　

 

宮
内　

照
夫

　

 

吉
野　

長
治

月
夜
野
東
支
部 

14

　

 

荻
野　
　

馨

　

 

尾
崎　

雅
子

　

 

木
村
か
よ
子

　

 

小
林　

一
義

　

 

佐
藤　
　

興

　

 

渋
谷　

典
子

　

 

高
田　

貞
子

　

 

髙
橋　

ミ
ネ

　

 

都
丸　

富
子

　

 

中
村　

秀
夫

　

 

深
津
ハ
ル
イ

　

 

藤
原　

京
子

　

 

増
田　

福
寿

　

 

真
庭　

利
治

月
夜
野
西
支
部 

12

　

 

石
坂　

幸
男

　

 

石
田
千
恵
子

　

 

岡
田　

完
二

　

 

鬼
頭　

恵
子

　

 

佐
藤　

文
子

　

 

関
口　
　

功

　

 

高
橋　

芳
子

　

 

長
濱　

水
郎

　

 

林　
　

友
好

　

 

原　
　

卓
也

　

 

原
澤　

芳
雄

　

 

原
澤　

良
輝

水
上
支
部 

13

　

 

阿
部　

圭
助

　

 

阿
部　
　

弘
　

 

稲
垣　

茂
治

　

 

岩
井
た
け
子

　

 

小
崎　

昭
子

　

 

木
村　

栄
一

　

 

熊
木　
　

葵

　

 

小
林
マ
サ
子

　

 

田
村　

末
子

　

 

橋
本　

修
一

　

 

林　
　

輝
子

　

 

眞
庭　

大
策

　

 

綿
貫
は
る
子

新
治
支
部 

17

　

 

阿
部　

富
子

　

 

太
田
ヒ
サ
子

　

 

大
坪
富
美
子

　

 

河
合　

京
子

　

 

島
崎　

芳
恵

　

 

富
沢
カ
ヅ
エ

　

 

林　
　

和
枝

　

 

林　
　
　

武

　

 

林　

千
恵
子

　

 

林　
　

誠
行

　

 

原
澤　

富
枝

　

 

笛
木
し
づ
江

　

 

笛
木　

三
代

　

 

本
多　

春
代

　

 

本
多　

秀
志

　

 

本
多　

秀
律

　

 

村
山　

太
吉

昭
和
東
支
部 

８

　

 

大
竹　
　

誠

　

 

大
竹　

万
平

　

 

鈴
木　

成
子

　

 

田
村　

廣
子

　

 

林　
　

幸
司

　

 

松
井　

弘
行

　

 

吉
野
た
か
子

　

 

和
南
城
時
子

昭
和
南
支
部 

７

　

 

阿
部　

昭
夫

　

 

堤　
　

み
ゑ

　

 

角
田　

恵
子

　

 

藤
井　

愛
作

　

 

持
田　

宗
武

　

 

諸
田　

邦
男

　

 

諸
田
は
ま
江

高
山
支
部 

６

　

 

飯
塚　

義
満

　

 

尾
見　
　

豊

　

 

関　

令
二
郎

　

 

武
田　

邦
広

　

 

登
坂　

茂
喜

　

 

平
形　

勝
義

職
域 

２

　

 

貝
瀬　

佳
子

　

 

湯
浅　
　

創

　利根保健生活協同組合定款 50 条に基づき、
第 38 回通常総代会を以下の通りおこないます。
　総代・正副支部長の皆さまには別途ご通知
いたします。

利根保健生活協同組合　理事長　山 田 忠 夫

日時  2014 年 6 月 21 日（土）
　　  　13 時 00 分　開会
場所  ホテル ベラヴィータ



　利根中央病院の内科外来の混雑緩和として下記症状は他科へご案内し
ております。

受付職員へは何なりとご相談ください。

水曜日午後および木曜日午後（完全予約制）。
作成は、当院で注文または眼鏡処方箋のお渡しになります。
装着後の定期検査は土曜日午前に行います。
受診については眼科外来までお問い合わせください。

利 根 の 保 健

今年は憲法施行 67 年。この間一度も戦争をせず、一人の戦死者も出しませんでした。それは第九条 ｢日本国民は正義と秩序を基調とする国際平和を希求｣ する
戦争の放棄を宣言し、基本的人権の保障などの充実に不断の努力を重ねてきたからです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　

（２）第536号2014年５月１日（毎月1回1日発行）

　

4
月
12
日
午
後
、
昭
和
の
湯

に
て
14
時
～
16
時
ま
で
、
約
40

人
の
方
に
血
圧
測
定
、
体
組
成

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
お
こ
な
い

ま
し
た
。

　

支
部
の
運
営
委
員
と
一
緒
に

医
学
生
、
研
修
医
も
２
人
ず
つ

参
加
し
ま
し
た
。
地
域
住
民
か

ら
も
「
今
日
は
先
生
が
き
て
る

ん
じ
ゃ
測
っ
て
み
て
も
ら
う

か
」な
ど
会
話
を
交
え
な
が
ら
、

気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
医
学
生
か
ら
は
「
水
銀
の

血
圧
計
測
定
は
、
は
じ
め
て
や

っ
て
み
ま
し
た
」「
も
し
血
圧
が

高
か
っ
た
ら
ど
う
す
る
ん
で
す

か
」
な
ど
研
修
医
へ
質
問
な
ど

受診する科に迷う場合

初めてコンタクトレンズを作成する方を受け入れています

▼
3
月
の
新
加
入
者
は
名
義
変
更
を

含
め
て
95
人
で
し
た
。（
敬
称
略
）

〈
沼
田
東
支
部
〉

林
　
　
芳
枝

師
　
　
　
了

中
島
　
綾
子

川
田
　
喜
美

〈
沼
田
中
支
部
〉

生
方
　
民
子

〈
沼
田
西
支
部
〉

斉
藤
き
く
江

島
田
ク
ニ
子

谷
口
セ
ツ
子

〈
沼
田
南
支
部
〉

須
田
　
き
ん

藤
井
　
ト
モ

〈
沼
田
北
支
部
〉

林
　
　
博
基

平
形
　
長
治

〈
利
南
支
部
〉

千
明
　
友
枝

宮
澤
　
令
子

都
所
　
叶
有

金
子
　
和
子

〈
薄
根
支
部
〉

亀
島
　
光
子

岡
田
　
愛
子

〈
白
沢
支
部
〉

樋
口
　
繁
夫

桑
原
　
利
子

石
井
　
淳
吉

〈
利
根
北
支
部
〉

今
出
　
勝
子

〈
片
品
支
部
〉

星
野
　
つ
や

〈
川
場
支
部
〉

小
澤
　
雪
江

廣
瀬
　
利
子

生
方
　
邦
雄

〈
月
夜
野
東
支
部
〉

原
　
　
里
夫

原
澤
　
た
き

松
井
　
良
一

〈
月
夜
野
西
支
部
〉

阿
部
美
喜
男

〈
水
上
支
部
〉

市
村
　
照
子

山
田
ゆ
か
り

石
坂
恵
美
子

〈
新
治
支
部
〉

河
合
　
京
子

〈
昭
和
東
支
部
〉

横
坂
　
久
雄

〈
高
山
支
部
〉

長
岡
　
成
美

松
井
　
正
五

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

bbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbbb

よ
う
こ
そ

新
し
い
仲
間

３
月
の
新
加
入
者

日　時：5月25日（日） 
沼田駅 7時40分発

場　所：①浅草、浅草寺
　　　②上野動物園
参加費：大　人 6,000円
　　　中高生 4,000円
　　　小学生 3,000 円（昼食代含む）
締め切り：5月15日まで
※ボランティアのかた大歓迎　
※申し込み：実行委員代表　木内（090-4838-0040）

２０回目 の

「友情列車」

が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
地
域
の
運
営
委
員

と
の
懇
親
会
の
中
で
「
ぜ
ひ
ま
た

機
会
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い
」
と

の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

Ｗ
Ｈ
Ｏ
世
界
保
健
デ
ー

昭
和
で
ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク

利根沼田ひまわり号へのおさそい
※貸し切り電車で障がいのある方と一緒に家
族やボランティアが旅をする企画

月
間
だ
け
で
な
く
、
年
間
を
通
し

て
増
資
活
動
を
し
て
い
る
の
で
ト

ー
タ
ル
の
活
動
で
評
価
し
て
ほ
し

い
」「
上
沼
須
町
に
空
き
家
が
あ
る

の
で
道
路
の
拡
張
が
必
要
な
ら
協

力
し
た
い
」「
機
関
紙
の
梱
包
場
所

を
分
割
し
て
行
う
の
で
あ
れ
ば
、

協
力
で
き
る
総
代
も
い
る
」「
介
護

学
校
で
の
車
椅
子
の
使
い
方
や
疑

似
体
験
は
大
変
よ
か
っ
た
。
班
会

に
も
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
」
な
ど

多
岐
に
わ
た
り
質
問
や
要
望
が
だ

さ
れ
ま
し
た
。
意
見
交
換
の
な
か

で
は
「
空
き
家
は
地
域
の
た
ま
り

場
に
活
用
し
て
は
ど
う
か
」
な
ど

川
田
支
部
の
た
ま
り
場
活
動
の
紹

介
も
さ
れ
ま
し
た
。

　

疑
問
点
を
一
つ
ひ
と
つ
解
決
し

な
が
ら
、
情
報
を
共
有
し
、
協
同

の
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
積
極
的
に
支
部
総
会
に
参

加
し
て
地
域
の
要
望
を
伝
え
ま
し

ょ
う
。

研修医自己紹介

のどの痛みで咳・　
痰・発熱症状がない

➡
耳 鼻 科

腹痛・胃痛
➡
➡

外　科

頭痛で風邪・発熱
症状がない

➡
脳 外 科

放射線測定器を貸し出しています。
期間 3日間　何回でもＯ・Ｋです。

皆さんで人が多く集まる場所や子供
さんが遊ぶ周辺などで継続
的に測定してみてはいかが
でしょうか！
貸出場所：
　利根保健生協
　組織部 ☎ 22-2300

一
つ
ひ
と
つ

疑
問
点
を

解

決

2014年度支部総会
　

４
月
に
入
り
各
支
部
で
「
支
部

総
会
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
３
年
度
の
振
り
返
り
と
あ

わ
せ
２
０
１
４
年
度
の
活
動
を
確

認
し
、
総
代
会
議
案
に
つ
い
て
意

見
交
換
を
す
る
機
会
で
す
。
４
月

９
日
の
昭
和
南
支
部
を
は
じ
め
と

し
て
多
く
の
支
部
で
意
見
や
要
望

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
新
病
院
へ
の
通
院
支
援
コ
ー

ス
は
、
現
病
院
か
ら
市
街
地
を
通

る
ル
ー
ト
は
あ
る
の
か
」「
地
域
訪

問
は
職
員
と
連
携
し
て
と
り
く
み

た
い
。
土
曜
日
や
日
曜
日
も
協
力

し
て
ほ
し
い
。
休
日
に
参
加
し
た

職
員
は
振
り
替
え
で
休
み
が
と
れ

る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
」「
強
化昭和南支部総会

沼田東支部総会

　
日
時
：
5
月
23
日
（
金
）
17
：
30
～
19
：
30

　
会
場
：
利
根
中
央
病
院
　
研
修
棟
講
堂

※
参
加
費
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
避
難
所
暮
ら
し
の
方
た
ち
へ
届
け
る
た
め
に
！

お
米
（
１
合
で
も
２
合
で
も
量
は
問
い
ま
せ
ん
）

カ
ン
パ
金
を
に
ぎ
っ
て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

利
根
保
健
生
協
創
立
60
周
年
企
画

「
原
発
被
害
・
大
震
災
視
察
の
旅
」

報
告
会
＆
講
演
会　

第１回
社保学校

　

私
は
埼
玉
県
出
身
で
大
学
は
新
潟
で

す
が
利
根
歯
科
診
療
所
の
地
域
密
着
の

医
療
を
勉
強
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思

い
、こ
こ
沼
田
に
ま
い
り
ま
し
た
。
沼
田

で
綺
麗
な
景
色
、
綺
麗
な
空
気
、
心
暖

か
い
地
域
の
人
々
に
触
れ
る
に
つ
れ
、

今
で
は
本
当
に
沼
田
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

少
し
で
も
地
域
の
為
に
な
る
様
、
尽

力
致
し
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。僕
は
富
岡
市
出

身
で
す
。東
京
の
日
本
歯
科
大
学
で
六
年

間
歯
学
を
学
び
ま
し
た
。病
院
見
学
の
さ

い
に
、
利
根
歯
科
診
療
所
、
利
根
中
央
病

院
の
温
か
い
雰
囲
気
を
感
じ
、こ
の
良
い

環
境
の
基
で
先
輩
方
の
先
生
と
共
に
働

き
た
い
と
思
い
、利
根
歯
科
診
療
所
で
の

研
修
を
決
め
ま
し
た
。人
と
話
す
事
が
好

き
な
の
で
班
会
、診
療
の
場
や
班
会
な
ど

で
組
合
員
の
方
々
と
お
話
し
し
な
が
ら

共
に
お
口
か
ら
全
身
ま
で
の
健
康
増
進

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

映画『標的の村』
スクリーンに叩きつける、伝えきれない沖縄

アメリカ軍・普天間基地が封鎖された日
日時：５月３１日（土）開場：18：30
　　 上映：19：00　チケット代 800円

場所：みなかみ町カルチャーセンター・ホール
主催：ふるさと平和のつどい
※問い合わせ ： ☎0278-64-2306  （安達）
　　　　　☎090-7195-9977（坂田）

　

利
根
中
央
病
院
で
研
修
を
す
る
き
っ

か
け
は
学
生
の
頃
こ
の
病
院
に
実
習
に

来
た
こ
と
で
し
た
。
そ
の
時
、
当
時
の

研
修
医
だ
っ
た
先
生
方
が
と
て
も
充
実

し
た
研
修
を
し
て
い
て
、
こ
こ
な
ら
ば

地
域
密
着
の
素
晴
ら
し
い
医
療
が
学
べ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
地
域
の

自
然
豊
か
な
土
地
柄
を
楽
し
み
な
が
ら

日
々
学
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
慣
れ
な
い
こ
と
が
多
い
で
す

が
、
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
幼
少
時
に
前
橋
で
育
ち
ま
し

た
。
引
っ
越
し
が
多
く
、
地
元
と
い
う

も
の
が
存
在
し
な
い
私
に
と
っ
て
は
、

一
番
古
い
記
憶
が
前
橋
に
住
ん
で
い
た

こ
と
で
す
。

　

４
月
よ
り
、
地
域
を
守
る
利
根
中
央

病
院
で
、
医
師
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を

切
れ
る
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。

自
然
豊
か
で
絶
景
恵
ま
れ
た
沼
田
で
、

の
び
の
び
と
研
修
を
し
、
地
域
に
求
め

ら
れ
る
医
師
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 利

根
中
央
病
院

利
根
歯
科
診
療
所

浦
うら

部
べ

貴
たか

史
ふみ

影
かげ

山
やま

敬
けい

祐
すけ

黒
くろ

澤
さわ

秀
しゅう

一
いち

田
た

坂
さか

元
もと

宏
ひろ



二
次
検
診
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
、
感
染
が
確
認
さ
れ
た
49
人

が
除
菌
治
療
を
行
い
、
治
療
後
の

検
査
を
受
け
た
46
人
は
一
回
の
治

療
で
除
菌
に
成
功
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
沼
田
中
学
校
の
生
徒
さ

ん
、
職
員
、
保
護
者
の
皆
様
、
群
馬

大
学
の
小
児
科
医
師
の
協
力
を
い

た
だ
い
て
、
ピ
ロ
リ
菌
の
学
校
検

診
を
試
験
的
に
実
施
し
ま
し
た
。

　

３
年
生
１
２
５
人
全
員
が
検
査

に
同
意
し
て
く
だ
さ
り
、
昨
年
五

月
の
学
校
尿
検
査
の
際
に
、
ピ
ロ

リ
菌
の
尿
中
抗
体
検
査
を
受
け
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
７
人
（
５
・

６
％
）
が
陽
性
と
い
う
結
果
と
な

り
、
陽
性
の
方
に
は
確
認
の
た
め

の
便
中
抗
原
検
査
の
容
器
を
結
果

　

中
学
生
で
の
ピ
ロ
リ
菌
検
査
の

意
義
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も

に
、
が
ん
年
齢
に
入
り
つ
つ
あ
る

保
護
者
の
方
に
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査

と
（
検
査
が
陽
性
の
場
合
の
）
除

菌
治
療
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と

が
一
層
重
要
で
あ
る
こ
と
を
お
知

ら
せ
す
る
た
め
、
今
年
度
は
保
護

者
会
に
参
加
し
て
、
ピ
ロ
リ
菌
検

診
の
試
行
に
つ
い
て
の
補
足
説
明

を
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
に
し
て

い
ま
す
。

　

40
才
代
の
方
が
多
い
と
思
わ
れ

る
保
護
者
の
世
代
の
感
染
率
は
30

％
前
後
で
あ
り
、
ピ
ロ
リ
菌
の
検

査
と
除
菌
治
療
に
よ
る
胃
が
ん
の

予
防
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

衛
生
環
境
が
改
善
さ
れ
た
現
在

で
は
、
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
は
家
庭

内
で
の
感
染
が
多
く
、
親
が
感
染

し
て
い
る
場
合
に
子
に
感
染
す
る

確
率
は
10
％
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

子
が
ピ
ロ
リ
菌
に
感
染
し
て
い
る

場
合
は
両
親
の
い
ず
れ
か
に
感
染

が
見
ら
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
す

が
、
子
に
感
染
が
無
い
こ
と
が
、

一人は万人のために 万人は一人のために

しかし現在、度重なる国際紛争とからんで大国と連動して、いよいよ明文改憲の前に解釈改憲で海外派兵の画策が進行中。
これに対して報道各社の世論調査は、賛成３割、反対６割と急速に批判が高まっています。　　　　　　　　　　　　　

（３） 第536号2014年５月１日（毎月1回1日発行）

に
添
え
て
自
宅
へ
郵
送
し
、
陰
性

の
方
に
は
結
果
の
み
を
郵
送
し
て

連
絡
し
ま
し
た
。
１
人
は
便
中
抗

原
検
査
が
陰
性
と
な
り
、
尿
検
査

の
偽
陽
性
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
４
人
が
小
児
科
を
受

診
し
て
治
療
の
説
明
を
受
け
て
く

だ
さ
り
、
３
人
は
群
馬
大
学
小
児

科
で
の
内
視
鏡
検
査
の
後
、
保
険

で
の
除
菌
治
療
を
受
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
残
る
１
人
は
内
視
鏡

検
査
を
希
望
さ
れ
ず
、
自
費
で
の

除
菌
治
療
を
当
院
で
受
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
は
多
忙
な
３
年
生
を
対

象
と
し
た
こ
と
、
便
中
抗
原
検
査

に
よ
る
確
認
に
時
間
を
要
し
た
こ

と
か
ら
、
公
費
で
治
療
の
で
き
る

　

松
本
市
の
あ
る
高
校
で
、
２
年

生
を
対
象
と
し
た
尿
検
査
に
よ
る

ピ
ロ
リ
菌
の
学
校
検
診
が
、
２
０

０
７
年
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
０
１
２
年
ま
で
の
六
年
間

に
２
６
４
１
人
が
検
査
を
受
け
て

お
り
、
そ
の
結
果
が
、
信
州
大
学

の
消
化
器
内
科
か
ら
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
学
校
検
診
で
は
、
尿
検
査

で
１
１
６
人
（
４
・
４
％
）
が
陽
性

と
な
り
、
60
人
が
内
視
鏡
に
よ
る

春
め
く
や
旅
の
チ
ラ
シ
に
気
も
そ
ぞ
ろ

茅
葺
き
の
屋
根
に
染
み
入
る
春
の
雨

の
ど
け
し
や
読
経
に
和
せ
る
一
年
忌

た
ま
ゆ
ら
の
途
切
れ
途
切
れ
の
花
筏

学
ぶ
こ
と
多
き
六
十
路
や
山
笑
ふ

神

官

の

袂

く

す

ぐ

る

花

吹

雪

雲
ひ
と
つ
無
き
山
門
に
春
惜
し
む

春
う
ら
ら
困
っ
た
時
の
卵
や
き

柔
ら
か
き
も
の
を
集
め
て
雀
の
巣

南

国

の

香

り

を

包

む

春

野

菜

躓
き
て
草
の
青
み
を
気
付
か
さ
る

つ
く
ば
い
を
溢
れ
て
居
た
る
春
の
水

ひ
た
走
る
犬
に
引
か
れ
て
木
の
芽
道

吉
日
を
選
び
て
種
を
蒔
く
日
か
な

恙
な
く
八
十
路
を
越
え
て
春
う
ら
ら

そ
れ
ぞ
れ
に
良
き
花
咲
か
せ
春
の
草

耳

遠

き

姉

に

文

書

く

春

の

宵

膝

癒

え

て

再

び

の

庭

土

温

し

本

堂

を

覆

ふ

が

ご

と

し

糸

桜

沼
田
市
西
倉
内
町　

青
木　

伸
之

沼
田
市
高
橋
場
町　

片
桐　

佳
之

沼
田
市
高
橋
場
町　

関
根
美
佐
子

沼
田
市
高
橋
場
町　

白
井
孝
四
郎

沼
田
市
高
橋
場
町　

片
桐　

初
恵

沼
田
市
沼
須
町　

角
田
ひ
ろ
子

沼
田
市
栄
町　

貝
瀬　

久
代

沼
田
市
栄
町　

戸
丸　

雅
代

沼
田
市
戸
鹿
野
町　

諸
田　
　

正

沼
田
市
硯
田
町　

平
井
登
志
絵

沼
田
市
上
発
知
町　

吉
野
美
咲
子

沼
田
市
上
発
知
町　

峰
川　

幸
江

沼
田
市
上
発
知
町　

斉
藤
万
里
子

沼
田
市
中
発
知
町　

林　
　

和
光

片
品
村
花
咲　

戸
丸　

好
夫

片
品
村
築
地　

千
明　

治
光

片
品
村
東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

川
場
村
生
品　

桑
原
あ
や
子

昭
和
村
森
下　

真
下　

章
子

血
糖
値
正
常
に
な
り
皺
が
増
え

お
手
軽
な
コ
ピ
ペ
で
利
権
に
入
る
リ
ケ
ジ
ョ

桜
咲
く
心
も
か
ら
だ
も
う
か
れ
立
つ

税
ふ
え
て
年
金
へ
っ
て
皺
ふ
え
て

沼
田
市
薄
根
町　

加
瀬
田
フ
サ
ヱ

沼
田
市
薄
根
町　

宮
下　

筆
彰

沼
田
市
桜
町　

森
田　

ら
く

沼
田
市
上
久
屋
町　

三　
　
　

歩

ひ
た
す
ら
に
生
徒
を
信
じ
守
つ
た
夫
定
年
の
朝
そ
の
背
見

送
る

久
さ
び
さ
に
心
和
む
夢
を
見
る
亡
き
夫
と
腕
組
み
て
微
笑

む
二
人
を

露
天
湯
の
前
の
水
車
は
乾
き
を
り
移
転
間
近
の
宿
を
寂
し
む

　幸
と
も
不
仕
合
せ
と
も
思
い
つ
つ
生
涯
一
す
じ
気
強
く
生

き
抜
く

夢
か
な
え
保
育
士
と
な
り
こ
の
春
に
働
く
娘
は
顔
を
輝
か

せ
て

も
う
少
し
待
て
ば
桜
の
見
頃
な
り
叶
わ
ぬ
母
や
黄
泉
の
旅

　前
奏
の
月
の
砂
漠
は
清
ら
か
に
深
ま
る
メ
ロ
デ
イ
ー
に
幼

日
に
か
え
る

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
食
べ
よ
う
ね
」
と
曾
孫
の
甘
栗
二
つ
大

切
に
持
ち
て

裏
山
で
春
だ
よ
春
と
う
ぐ
い
す
の
澄
ん
だ
歌
声
野
山
を
渡
り

　古
き
歌
思
ひ
出
す
ま
ま
声
に
せ
ば
懐
し
き
日
よ
み
が
え
り

来
ぬ

ま
た
来
る
ね
と
声
を
掛
け
れ
ば
帰
る
な
と
引
き
と
め
し
母

の
声
か
す
か
な
り

沼
田
市
東
原
新
町	

箕　

輪　

愛　

子

　
沼
田
市
高
橋
場
町	

森　

田　

妙　

子

　
沼
田
市
高
橋
場
町	

笛　

木　

力
三
郎

　
沼
田
市
久
屋
原
町	

川　

田　

み
の
る

　
沼
田
市
久
屋
原
町	

田　

村　

喜
久
子

　
沼
田
市
上
発
知
町	

田　

村　

稲　

雀

　
沼
田
市
白
沢
町
上
古
語
父	

大　

迫　

あ
い
子

　
沼
田
市
白
沢
町
尾
合	

飯　

田　

清　

子

　
片
品
村
摺
渕	

千　

明　

洋　

子

　
み
な
か
み
町
下
津	

原　

沢　

貞　

子

　
み
な
か
み
町
湯
原	

羽　

鳥　

孝　

子

利根中央病院
病理診断科医師

大野　順弘

〜
除
菌
で
若
い
世
代
か
ら
胃
が
ん
を
な
く
そ
う
〜

ピ
ロ
リ
菌
の
学
校
検
診
の
試
行

　

昨
年
二
月
の
保
険
適
応
の
拡
大
に
よ
り
、「
内
視
鏡
検
査
で

の
胃
炎
の
確
認
」
を
条
件
に
、
ピ
ロ
リ
菌
感
染
の
あ
る
慢
性

胃
炎
の
患
者
も
、
除
菌
治
療
を
保
険
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
胃
が
ん
の
主
な
原
因
は
ピ
ロ
リ
菌
に
よ
る
慢

性
胃
炎
で
あ
り
、
除
菌
治
療
に
よ
る
胃
が
ん
予
防
が
正
式
に

認
め
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
除
菌
に
よ
り
、
中
高
年
で

は
胃
が
ん
の
リ
ス
ク
を
１
／
３　

に
、
中
学
生
や
高
校
生
で

あ
れ
ば
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
で
き
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
人
の
死
因
の
三
割
を
占
め
る
が
ん
で
す
が
、

そ
の
中
で
も
胃
が
ん
は
肺
が
ん
に
次
ぐ
位
置
に
あ
り
、
年
間

五
万
人
が
死
亡
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
も
確
実
な
効
果
の

望
め
る
ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
に
よ
る
胃
が
ん
の
予
防
は
大
き
な

意
義
を
持
っ
て
い
ま
す
。

親
に
感
染
が
無
い
こ
と
を
示
す
わ

け
で
あ
り
ま
せ
ん
。
お
子
さ
ん
に

感
染
が
無
い
場
合
で
も
、
こ
れ
ま

で
に
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
無
い

保
護
者
の
方
は
ピ
ロ
リ
菌
の
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

検
査
精
度
の
改
善
の
た
め
一
時

的
に
製
造
中
止
と
な
っ
て
い
た
ピ

ロ
リ
菌
の
尿
中
抗
体
検
査
の
キ
ッ

ト
の
販
売
が
５
月
か
ら
再
開
さ
れ

ま
す
。
班
会
で
の
ピ
ロ
リ
菌
の
尿

検
査
が
ま
た
実
施
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
ま
で
ピ
ロ

リ
菌
の
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な

い
方
は
、
班
会
で
の
尿
中
抗
体
検

査
や
、
郵
便
検
診
の
便
中
抗
原
検

査
を
ぜ
ひ
受
け
て
い
た
だ
い
て
、

も
し
ピ
ロ
リ
菌
が
陽
性
で
あ
っ
た

場
合
に
は
除
菌
治
療
を
必
ず
受
け

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ピ
ロ
リ
菌
の
郵
送
検
査
の
お
問

い
合
わ
せ
は
利
根
中
央
病
院
受
付

（
☎
22
‐
４
３
２
１
）へ
。
ピ
ロ
リ

検
査
の
班
会
は
生
協
組
織
部
（
☎

22
‐
２
３
０
０
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

長
野
県
の
学
校
検
診

沼
田
中
学
校
で
の
検
診
の
試
行

今
年
度
は
全
学
年
で
検
査
を
実
施

保
護
者
の
世
代
で
は
三
割
が
感
染

班
会
や
郵
便
検
診
で
検
査
を
！

　

我
が
中
野
班
は
、
長
年
中
断
さ
れ
て
い
た
班
会
を
15
年

位
前
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。

　

集
ま
る
の
は
、
40
代
～
60
代
の
働
き
盛
り
の
ミ
セ
ス

た
ち
で
、
毎
月
行
っ
て
い
る
班
会
の
こ
と
を
中
心
に
、

よ
か
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
み
ま
し
た
。

か　

肩
こ
り
も
、
腰
痛
も
和
ら
ぐ
指
圧
班
会

わ　

和
気
あ
い
あ
い
、
世
代
を
越
え
て
学
び
あ
う

○ば　

バ
ロ
メ
ー
タ
ー
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
で
我
が
身
知
る

な　

何
作
る
？　

腕
前
あ
が
る
よ
調
理
班
会

か　

か
か
る
と
き
、
と
っ
て
も
便
利
な
送
迎
車

の　

の
ろ
け
・
グ
チ
、
羽
を
伸
ば
し
て
お
た
の
し
み
班

会

　

毎
回
、
色
々
な
職
種
の
職
員
が
来
て
く
れ
、
病
院
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

職
員
の
中
に
は
、
自
宅
が
遠
い
方
や
仕
事
を
終
わ
ら

せ
、
夕
食
も
食
べ
ず
に
か
け
つ
け
て
い
た
だ
い
た
方
も

お
り
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

「組合員でよかった集」より

4 月 11 日 班会の様子

川場支部中野班

　

３
月
29
日
、
市
民
公

開
講
座
「
地
域
ま
る
ご

と
『
胃
』
の
健
康
づ
く

り
」
が
利
根
中
央
病
院

講
堂
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
生
協
で
行
わ
れ
て

き
た
胃
が
ん
予
防
を
目

的
と
し
た
ピ
ロ
リ
菌
検

診
へ
の
取
り
組
み
の
紹

介
と
、
今
回
紹
介
し
た

中
学
校
と
提
携
し
た
、

若
年
者
対
象
の
学
校
検

診
に
つ
い
て
、
大
野
先

生
が
講
演
し
ま
し
た
。

ピロリ菌市民公開講座開講さる

瀬
戸
際
の
春
休
み
に
初
回
の
治

療
を
受
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。そ
の
反
省
か
ら
、

今
年
度
は
、
便
中
抗
原
検
査
に

よ
る
確
認
は
省
略
し
、
尿
中
抗

体
検
査
が
陽
性
の
場
合
は
、
す

ぐ
に
小
児
外
来
の
受
診
を
電
話

で
予
約
し
て
い
た
だ
き
、
夏
休

み
中
に
治
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
変
更
し
ま
す
。

　

ま
た
、来
年
度
か
ら
は
、ピ
ロ

リ
菌
の
検
査
を
試
行
す
る
対
象

の
学
年
を
時
間
的
に
余
裕
の
あ

る
１
年
生
に
変
更
す
る
た
め
、

今
年
度
に
限
っ
て
、
全
学
年
で

検
査
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て

い
ま
す
。



ころばん体操
ころばん体操
義歯の話・口福カルタ
義歯の話・口福カルタ
ヘルニアについて
睡眠のはなし
筋トレ・365 歩のマーチ他
筋トレ・365 歩のマーチ他
唄って笑って 120 分
がんについて
がんについて
大腸がんのはなし
俳句会
骨密度測定
肩こり・腰痛体操、年間計画
骨密度・血管年齢チェック
年間計画つくり
年間計画・健康チェック
アカンベーチェック
脳いきいき班会
脳いきいき班会
脳いきいき班会
脳いきいき班会
減塩食について
減塩食について
新病院建設・骨粗鬆症の話
認知症予防のお話と脳・筋トレ
眼の病気について
大腸がんの話・ころばん体操
新年会・あいうべ体操
歯の構造・あいうべ体操
健康チェック・体操
脳いきいき体操
脳いきいき体操
新年会・あいうべ体操
新年会・あいうべ体操
リウマチ・坐骨神経痛について
骨密度・尿チェック
骨密度・尿チェック
おひなさま作り
おひなさま作り
おひなさま作り
認知症について
認知症について
絵手紙教室
絵手紙教室
きよしのズンドコ節
きよしのズンドコ節
花粉症の話・血管年齢
花粉症の話・血管年齢
笑いヨガで心も身体も元気に
笑いヨガで心も身体も元気に
笑いヨガで心も身体も元気に
笑いヨガで心も身体も元気に
笑いヨガで心も身体も元気に
肩こり体操・ひなまつり
肩こり体操・ひなまつり
年間計画作成
年間計画
年間計画
筋トレ・合唱
筋トレ・合唱
筋トレ・合唱
筋トレ・合唱
筋トレ・合唱
筋トレ・合唱
筋トレ・合唱
筋トレ・合唱
筋トレ・合唱
筋トレ・合唱
筋トレ・合唱
筋トレ・合唱
筋トレ・合唱
筋トレ・合唱
筋トレ・合唱
脳いきいき体操
健康体操
健康体操
健康体操
新病院建設の話・体操
手芸・裂織製作
手芸・裂織製作
フッ素班会
ダイエットについて

沼田東
　

沼田西

沼田南
沼田北
利　南

池　田
薄　根

川　田

白　沢
利根北

利根南
片　品

川　場
月夜野東

月夜野西

水　上

新　治

昭和東

昭和南

職域・他

病棟・他

総計

4
3
4
3
5
6
5
4
8
4
3
5
3
5
3
7
6
6
8
3
3
3
3
3
3
5
4
8
8
3
12
9
4
4
4
4
5
3
4
6
5
5
3
3
8
10
4
3
5
4
3
3
3
3
3
13
10
3
3
3
5
4
4
5
3
4
4
3
5
3
4
5
5
4
5
10
8
3
9
19
8
6
6
14
436

利 根 の 保 健 （４）第536号2014年５月１日（毎月1回1日発行）

沼
田
市
町
田
町

志
賀
音お
と
は
る晴

く
ん
（
３
歳
４
ヶ
月
）

も
う
す
ぐ
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
よ
！！

ノーベル賞受賞作家の大江健三郎さんら ｢九条の会｣ の ｢日本と世界の平和な未来のために日本国憲法を守る一点で手をつなごう｣ のアピールが全国の
草の根運動へ。また ｢九条にノーベル平和賞を｣ という神奈川の主婦の運動が広がり、ノルウェーの委員会にノミネートされたのは最近のニュースです。

３月班会開催一覧
支部名 人数班　　名 班会内容班長 ・代表名

生方　輝房
中村　慎二
得能　淑子
雲越  タカ
小野  のぶ
小林永久子
染谷はるい
高橋　道子
松永サチ子
金子　くら
宮内はつえ
馬場半次郎
永井　達郎
織田澤澄世
梅澤　章二
星野　早苗
大島みさ江
穂苅　勝代
野村　幸恵
久枝　　允
野村　幸恵
知久ちょう
中村　ちよ
深津　文子
高橋　銀子
岡野　行男
岡野　行男
角田　梅子
加藤  眞喜
小林　喜市
中澤　貞祇
三代　芳恵
戸丸　長太
星野　　司
桑原藤太郎
笠原　喜八
宮田りえ子
佐藤　　興
渋谷　典子
尾崎　雅子
真庭　利治
中村　秀夫
山田八重子
高橋　ミネ
都丸　富子
木村かよ子
岡田　完二
原澤　宏吉
長濱　水郎
丸山　　功
小林マサ子
武田　澄江
小幡サチ子
黒田　初枝
羽鳥　孝子
高橋よね子
都丸　君子
富沢カヅエ
須藤　澄子
加藤久美子
板橋きみ江
堤　　栄子
高橋喜和子
堤　ツネ子
藤澤　房子
板橋きみ江
堤　　栄子
高橋喜和子
堤　ツネ子
藤澤　房子
板橋きみ江
堤　　栄子
高橋喜和子
堤　ツネ子
青木　里重
岡嶋　禎子
岡嶋　禎子
岡嶋　禎子
岡嶋　禎子
下荒磯久仁子
佐藤　郁子
佐藤　郁子
高橋いづみ
西巻　定子

上原町 7-3
上原町 7-1
西原新町11-1
東原新町 13-2
材木町 1
材木町 11-3
東原新町９
東原新町５
薄根町 10-1
榛名町 8-2
榛名町 8-1
鍛冶町 10
いこい句会
上久屋馬場
沼須合同
戸鹿野町１、２
岡谷西 1
恩田合同
井土上町　三国街道上
井土上町合同 1
井土上町合同 2
井土上町合同 3
井土上町合同 4
下川田町　宮塚１
下川田町　宮塚２
ひだまりの家
ひだまりの家
尾合 上
高戸谷合同
利根北合同
穴原 1･2
タナテクテクヤング
菅沼１
菅沼２
片品支部合同１
片品支部合同２
中野合同
後閑 上入
後閑 下入
政所合同
真庭合同
真庭合同
下牧 原の中
下牧 原－２
虹の会
虹の会
月夜野 橋下合同
月夜野 橋上合同
月夜野 町組 12-1
月夜野 町組 2-2
鹿野沢 1-1
鹿野沢 1-2
鹿野沢 2-1
鹿野沢 芦間上
鹿野沢 芦間下 1
猿ヶ京合同
猿ヶ京合同
須川 十二河原
糸井 中宿
糸井 常木 -1
川額 入原上 1
川額 入原中
川額 入原下 1
川額 入原下２
川額 入原清水
川額 入原上 1
川額 入原中
川額 入原下 1
川額 入原下２
川額 入原清水
川額 入原上 1
川額 入原中
川額 入原下 1
川額 入原下２
川額 入原上２
福寿草
福寿草
福寿草
福寿草
障害者本人「もみの木クラブ」

手芸くらぶ遊布
手芸くらぶ遊布
どんぐり保育園
ふれあいの輪

84

班会あれこれ
おらがまちのおらがまちの

水上　鹿野沢合同

新治　須川

月夜野東　真庭・政所

水上　藤原明川・分譲地合同

沼田南　鍛冶町10

沼田東　材木町１

利根北　穴原

笑いヨガ

体組成チェック

脳いきいき班会（7ヶ月間開始）

腰痛体操

転倒・骨折予防／足指力チェック

お花見

認知症予防／ころばん体操・尿チェック

笑いの良い効果を学び、心も体も元気になりました

健康管理に重要な8つの生活習慣を見直しました

支部のインストラクターと認知症予防に取り組みます

骨折らん予防術を学び、研修医との交流に話が
弾みました

沼田公園を歩きながら満開の桜を楽しみました

認知症の早期発見や転倒予防、減塩の意識が高まりました

骨盤のゆがみを正す体操や雑談で盛り上がりました

■材料（4 人分）■

う ど 白 八 方 煮

①うどは４cm の長さに切り、太さをそろえ厚めに皮をむき、　
　酢水につけアク止めし、酢ゆでにする。
②煮汁にうどを入れ、煮立ったら薄口醤油を加え、煮て完成。
＊うどの皮は、きんぴら・天ぷらにしておいしく食べられます。

うどは素材の白さを生かした料理法が多く、主役としてより脇
役として用いられる場合が多い。八方煮とは、四方八方に使え
る便利なだし汁であることから八方だし汁といわれている。

掲載希望の方は ①お
子様氏名 ②年齢 ③
住所 ④コメント（13
文字以内）⑤連絡先 
をご記入の上ご投稿
下さい。
編集事務局
E-mail:sukusuku-tone
@tonehoken.or.jp

沼
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  沼田市・みなかみ町国民健康保険、
  後期高齢者医療保険に加入する
  40歳以上の皆様へ
今年度から毎日、午後にも特定健診
が受けられるようになりました。
＜期間＞ 6 月 1 日～ 10 月 31 日
＜受付時間＞月～土曜日
　　 8 時 30 分～ 9 時、
　　14 時～ 14 時 30 分
　　※予約制
＜日曜特定健診＞今年は9月・10月
　　に１日ずつ行う予定です。
　　※予約制
＜お問い合わせ・ご予約＞
　　健康管理科（TEL22 － 4321）

群馬県地域文化研究協議会 利根・沼田地域研究会

日時：5 月 31 日 ( 土 )　10:30 ～ 17:00　
会場：みなかみ町中央公民館

●基調講演：丑木幸男氏「真田信利と石高制」
　　　　　  （国文学研究資料館名誉教授、元尾瀬高校教諭）
●研究発表：諸田義行氏「上杉謙信の越山と利根沼田の地侍」
　　　　　　藤井茂樹氏「本多氏の沼田藩政と農民の抵抗」
　　　　　　渋谷浩氏「名胡桃城址と中島飛行機の地下壕」
●史跡見学会：中島飛行機地下工場跡（後閑）・名胡桃城址

※資料代 300 円。昼食は各自でご用意ください。
※地下工場跡は足元が悪いため、見学会の参加希望者は懐中
　電灯持参の上、歩きやすい靴と服装でお越しください。

お問い合わせ先：027-266-8660（担当：岡田）
後援：みなかみ町教育委員会、みなかみ町歴史ガイドの会

2014年度
特定健診のお知らせ

利根川上流域の歴史再発見(仮)

■作り方■

■料理の特色■

・うど…1 本　・薄口醤油…大さじ１
・だし汁…300cc
・みりん…大さじ５
・砂糖…大さじ１
・酒…大さじ４
・塩…小さじ１／４

煮汁

（栄養課　中林 国祐）


